
軍
艦
「
名
取
」
の
最
後
　 

新
潟
県
　
金
子
富
雄
　 

私
が
体
験
し
た
海
軍
軍
人
と
し
て
の
戦
闘
・
訓
練
中
、
今
日

ま
で
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
こ
と
は
、
軽
巡
洋
艦
「
名
取
」

の
最
後
と
、
艦
と
運
命
を
共
に
し
、
あ
る
い
は
救
助
さ
れ
ず
海

没
さ
れ
た
戦
友
の
こ
と
で
あ
る
。

開
戦
以
来
軽
巡
「
名
取
」
は
第
三
艦
隊
第
五
水
雷
戦
隊
の
旗

艦
と
し
て
南
西
方
面
各
地
攻
略
作
戦
に
参
加
し
、
以
後
、
第
二

艦
隊
第
十
六
戦
隊
に
属
し
て
海
上
警
備
に
当
た
っ
て
い
た
が
、

昭
和
十
八
年
一
月
ア
ン
ポ
ン
近
海
で
敵
潜
水
艦
の
雷
撃
と
航
空

攻
撃
に
よ
っ
て
損
傷
、
応
急
修
理
の
た
め
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
入

渠
。
そ
の
後
内
地
で
修
理
さ
れ
、
戦
闘
準
備
完
了
後
、
再
び
フ

ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ダ
バ
オ
に
向
か
っ
て
輸
送
船
団
五

隻
を
護
衛
し
な
が
ら
内
地
を
出
港
し
た
。

以
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
群
島
を
幾
度
か
マ
ニ
ラ
か
ら
パ
ラ
オ
諸

島
に
往
復
し
た
途
中
、
幾
度
も
敵
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
た
。
本

艦
の
任
務
は
、
米
国
艦
隊
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
攻
撃
す
る
足
が
か

り
を
築
く
た
め
に
、
パ
ラ
ォ
群
島
を
奪
い
に
来
る
の
を
阻
止
す

る
パ
ラ
オ
作
戦
に
と
も
な
い
、
第
三
号
輸
送
艦
と
共
に
パ
ラ
オ

へ
物
資
を
緊
急
輸
送
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
は
巡
洋
艦
も

運
送
屋
の
一
役
を
に
な
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
兵
糧
・
大
砲

・
弾
薬
・
医
薬
品
・
航
空
用
魚
雷
が
本
艦
に
は
所
せ
ま
し
と
満

載
さ
れ
て
い
た
。

私
た
ち
が
マ
ニ
ラ
を
出
港
し
た
の
が
昭
和
十
九
年
八
月
十
四

日
、
一
度
洋
上
に
出
た
の
だ
が
米
艦
隊
が
近
く
に
い
る
た
め
一

時
セ
ブ
島
に
引
き
返
し
、
様
子
を
見
て
再
び
第
三
号
輸
送
艦
と

共
に
パ
ラ
オ
島
へ
出
港
し
た
の
が
八
月
十
七
日
午
前
十
時
ご
ろ

で
あ
っ
た
。

何
分
に
も
サ
イ
パ
ン
島
玉
砕
後
の
こ
と
で
も
あ
り
、

米
国
潜
水
艦
は
必
ず
近
く
に
潜
伏
し
て
い
る
こ
と
は
予
測
さ
れ

て
い
た
。
で
も
米
軍
が
目
指
す
で
あ
ろ
う
地
点
の
防
備
を
強
化

す
る
こ
と
は
至
上
の
命
令
で
あ
っ
た
。

第
三
号
輸
送
艦
の
ス
ピ
ー
ド
は
き
わ
め
て
の
ろ
く
、
二
十
ノ

ッ
ト
以
上
は
出
せ
な
い
と
い
う
悪
条
件
が
あ
り
、
本
艦
も
一
緒

に
ジ
グ
ザ
グ
航
行
を
続
け
つ
つ
進
ん
で
い
っ
た
。
何
日
も
通
る

コ
ー
ス
と
は
違
っ
て
敵
に
対
し
針
路
目
標
を
く
ら
ま
す
べ
く
、



遠
回
り
し
て
北
に
針
路
を
取
り
航
行
を
は
じ
め
た
。
不
気
味
な

海
面
に
は
波
浪
が
激
し
く
、
艦
は
波
に
も
ち
上
げ
ら
れ
、
ロ
ー

リ
ン
グ
で
波
の
谷
間
に
落
ち
こ
ん
で
い
く
。
何
ト
ン
も
の
重
量

の
水
が
艦
橋
や
上
甲
板
に
落
下
し
、
飛
び
散
っ
て
は
将
兵
の
上

に
降
り
か
か
る
。
波
の
所
々
に
白
い
泡
が
立
ち
、
彼
方
は
混
沌

と
激
動
の
ほ
か
は
何
一
つ
見
え
ぬ
深
い
夜
の
世
界
だ
っ
た
。

午
前
零
時
、
艦
は
針
路
を
南
に
と
り
、
ま
っ
す
ぐ
に
パ
ラ
オ

に
向
か
っ
た
。
速
力
も
輸
送
艦
に
同
行
し
た
二
十
ノ
ッ
ト
、
本

艦
と
し
て
は
一
寸
の
ろ
ま
な
ス
ピ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
航
程
も
す

で
に
半
ば
に
達
し
て
い
る
。

苦
闘
も
半
ば
を
超
え
た
と
い
っ
て
よ
い
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
戦

後
「
名
取
」
を
撃
沈
し
た
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
「
ハ
ー
ド
ヘ
ッ
ト

号
」
の
艦
長
か
ら
、
当
時
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
が
、
艦

長
の
話
で
は
、
こ
の
と
き
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
「
ハ
ー
ド
ヘ
ッ
ト

号
」
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
東
方
海
上
を
■
戒
し
つ
つ
、
レ
ー
ダ
ー
に

は
っ
き
り
と
本
艦
の
姿
を
と
ら
え
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
っ

た
。「
ハ
ー
ド
ヘ
ッ
ト
号
」
は
一
時
間
「
名
取
」
を
追
跡
し
、

発
射
地
点
に
達
す
る
や
五
本
の
魚
雷
を
艦
首
発
射
管
よ
り
発

射
、
そ
れ
か
ら
一
分
置
い
て
艦
尾
発
射
管
か
ら
電
池
魚
雷
を
四

本
一
斉
に
発
射
し
た
の
で
あ
っ
た
。「
名
取
」
本
艦
は
ま
だ
気

づ
か
ず
所
定
の
針
路
を
航
行
し
つ
づ
け
、
魚
雷
を
発
見
し
た
の

は
、
後
続
の
第
三
号
艦
が
先
で
あ
っ
た
。
夜
空
に
青
信
号
が
高

く
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。「
右
舷
に
雷
跡
見
ゆ
」
の
緊
急
信
号
で

あ
る
。
艦
長
は
と
っ
さ
に
急
速
転
舵
を
命
じ
た
。
大
き
く
傾
斜

し
た
艦
は
攻
撃
を
避
け
よ
う
と
し
た
が
時
す
で
に
遅
か
っ
た
。

昭
和
十
八
年
八
月
十
八
日
午
前
二
時
頃
で
あ
っ
た
。

「
艦
内
総
員
配
置
に
つ
け
」
の
警
報
が
鳴
り
ひ
び
き
、
私
も

部
署
に
着
い
た
。
す
る
と
物
す
ご
い
衝
撃
と
共
に
あ
る
者
は
海

中
に
投
げ
出
さ
れ
、
あ
る
者
は
上
甲
板
に
た
た
き
つ
け
ら
れ
、

火
傷
す
る
者
、
絶
叫
す
る
者
で
一
瞬
の
う
ち
に
本
艦
は
大
混
乱

と
な
り
、
惨
状
は
目
を
覆
う
も
の
で
あ
っ
た
。
全
員
必
死
の
苦

闘
も
む
な
し
く
午
前
六
時
三
十
分
頃
、
本
艦
は
つ
い
に
力
尽
き

て
沈
没
し
た
の
で
あ
る
。

サ
マ
ー
ル
島
の
東
方
約
三
百
カ
イ
リ
、

北
緯
十
二
度
二
十
九
分
、
東
経
百
二
十
八
度
四
十
九
分
の
地
点

の
太
平
洋
で
あ
っ
た
。

私
も
海
中
に
飛
び
込
む
、

兵
隊
は
わ
れ
先
に
と
筏
に
す
が
り
、

カ
ッ
タ
ー
や
内
火
艇
へ
と
泳
ぎ
、
助
け
を
求
め
た
。
そ
の
後
暴

風
雨
と
闘
い
、
フ
カ
と
闘
い
、
風
浪
の
な
す
が
ま
ま
に
運
命
を



共
に
ま
か
せ
て
苦
闘
す
る
二
十
六
日
間
の
漂
流
が
始
ま
る
の
で

あ
っ
た
。
私
は
「
名
取
」
と
共
に
海
の
藻
■
と
な
る
こ
と
な
く

九
死
に
一
生
を
得
、
何
と
か
生
き
て
帰
っ
て
こ
れ
た
の
は
太
平

洋
戦
争
の
奇
跡
の
一
つ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。

海
上
特
攻
艦
隊
戦
艦
「
大
和
」
と
共
に
　 

岐
阜
県
　
牧
野
義
美
　 

私
は
岐
阜
県
恵
那
郡
付
知
町
で
、
父
末
吉
の
三
男
と
し
て
、

大
正
十
二
年
九
月
五
日
に
誕
生
し
ま
し
た
。
地
元
の
尋
常
高
等

小
学
校
を
卒
業
後
、
昭
和
十
八
年
四
月
、
海
軍
を
志
願
し
て
、

広
島
の
大
竹
海
兵
団
に
入
団
し
ま
し
た
。
以
来
、
日
本
海
軍
独

自
の
「
月
月
火
水
木
金
金
」
の
猛
訓
練
に
よ
く
耐
え
、
逞
し
い

海
軍
の
精
鋭
た
る
べ
く
成
長
し
た
の
で
す
。

し
か
し
、
私
が
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
こ
と
は
、
祖

国
の
盾
と
い
わ
れ
た
沖
縄
決
戦
、
海
上
特
攻
艦
隊
の
旗
艦
「
大

和
」
に
乗
り
、
出
撃
し
て
九
死
に
一
生
を
得
た
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
あ
り
し
日
の
日
本
帝
国
海
軍
の
栄
光
の
中
で
燃
焼
し
尽
く

し
た
青
春
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

海
兵
団
で
三
ヵ
月
間
の
新
兵
教
育
を
受
け
、
十
二
・
七
セ
ン

チ
砲
員
（
副
砲
）
と
し
て
戦
艦
「
伊
勢
」
に
乗
り
組
み
、
十
八

年
七
月
、
南
洋
群
島
の
ト
ラ
ッ
ク
島
に
出
動
。
十
二
月
、
呉
軍

港
に
帰
港
し
「
伊
勢
」
を
退
艦
し
て
呉
海
兵
団
に
仮
入
団
し
ま

し
た
。

十
九
年
二
月
、
戦
艦
「
大
和
」
に
乗
り
組
み
、
二
十
五
ミ
リ

機
銃
員
と
し
て
配
置
に
つ
い
た
の
で
す
。
戦
艦
「
大
和
」
は
ご

承
知
の
と
お
り
、
世
界
に
群
を
抜
く
超
弩
級
戦
艦
で
あ
り
、
長

く
日
本
民
族
の
誇
り
と
す
る
に
足
る
戦
艦
で
し
た
。
そ
し
て
私

は
サ
イ
パ
ン
沖
作
戦
や
、
捷
一
号
作
戦
と
い
わ
れ
る
比
島
沖
海

戦
に
も
出
動
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
比
島
海
戦
は
完
敗
に
終
わ
り
、
そ
の

後
の
日
米
決
戦
に
最
後
の
断
を
下
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
が
、
菊
水
一
号
作
戦
と
い
わ
れ
る
沖
縄
へ

の
「
海
上
特
攻
隊
」
と
し
て
の
出
撃
で
あ
り
ま
す
。

二
十
年
四
月
一
日
、
米
軍
の
四
個
師
団
が
沖
縄
本
島
の
嘉
手

納
海
岸
（
中
飛
行
場
北
西
）
等
に
上
陸
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に




